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ウ
タ

賀
凶
白
山
の
麓
に
来
内
居
住
し
‘
小
弓
に
短
加
を
つ

け
て
歌
占
を
行
っ
た
が
、
そ
の
子
幸
菊
丸
が
椋
ね
来

て
濯
遁
し
た
こ
と
を
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
倖
信
友

の
正
卜
考
に
‘
伊
勢
度
曾
郡
こ
見
郷
一
一
一
津
村
に
度
曾

家
次
の
商
が
あ
っ
て
、
歌
占
の
弓
と
い
ふ
も
の
を
厳

し
て
ゐ
る
こ
と
を
記
し
、
歌
占
の
鵡
曲
は
件
の
家
次

が
そ
の
占
に
名
高
か
っ
た
か
ら
作
っ
た
も
の
で
あ
る

と
し
て
ゐ
る
。

ウ
タ
ウ
ラ
ノ
ス
ξ
ヨ
シ
歌
占
の
住
吉

J
タ
キ

ノ
ミ
ヤ
溺
，
宮
。

ウ
タ
ウ
ラ
ノ
タ
キ
歌
占
灘
石
川
郡
河
内
庄
白

山
村
に
在
る
。
往
来
遊
よ
む
こ
粁
詐
東
方
へ
入
っ
た

腕
で
、
商
さ
六
米
。
こ
の
水
は
中
島
と
の
界
を
流
れ

る
大
谷
川
の
末
で
あ
る
。
又
住
吉
宮
あ
る
が
故
に

住
吉
翻
と
も
い
ふ
。
白
山
富
磁
延
文
二
年
十
一
周
遜

宮
記
に
『
文
保
三
年
九
周
二
十
日
夜
髄
宮
御
諮
富
。

祭
跡
住
吉
四
座
。
飲
占
に
在
h
o』
と
あ
る
か
ら
、

欧
占
の
澗
の
名
も
古
い
。
貨
永
総
に
は
『
昔
此
の
厨

に
歌
占
を
す
る
者
底
た
h
。
故
に
敏
占
の
瀦
と
呼
べ

h
o
此
の
布
操
よ
均
一
町
詐
下
に
住
吉
枇
あ
h
o
共

の
枇
の
遜
に
民
て
欧
占
を
な
し
た
る
同
い
ひ
侮
ふ
。
』

と
記
さ
れ
て
跨
る
。

ウ
タ
ス
ジ
ン
ジ
ヤ
宇
多
須
締
結
も
と
金
禅
卯

辰
山
一
本
松
附
近
に
鎮
座
し
て
ゐ
た
の
を
、
箆
長
中

に
至
っ
て
山
路
品
世
界
に
艇
な
ら
ざ
る
を
以
て
、
今
の

入
幡
町
に
移
し
、
萄
祉
を
御
旋
所
と
し
た
。
悦
に
之

を
卯
辰
の
毘
沙
門
と
い
っ
た
が
、
明
治
中
宇
多
須
一
即

位
に
改
め
た
。
宇
多
須
は
卯
辰
山
の
古
名
で
あ
る
。

ウ
タ
ス
ヤ
マ
宇
多
須
山
河
北
部
に
在
る
。
臨

安
二
年
十
二
周
得
江
次
郎
季
良
市
箪
忠
依
に
、
『
今

年
九
用
七
日
御
敵
攻
寄
宮
腰
之
閥
、
同
九
日
常
防

御
議
開
之
時
御
共
仕
候
路
、
凶
徒
即
引
退
大
野
宿
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須
山
之
閥
、
同
十
五
日
被
寅
務
彼
域
。
』
と
あ
る
。

宇
多
須
山
は
後
世
謬
っ
て
卯
反
山
と
な
っ
た
も
の
で

あ
る
。

ウ
タ
ツ
卯
辰
河
北
郡
小
坂
庄
に
臆
す
る
部
落
。

ウ
タ
ツ
ギ
オ
ン
シ
ヤ
卯
辰
祇
園
結
金
棒
鴛
町

に
在
っ
た
。
提
言
宗
縞
欝
院
世
々
別
笛
を
奉
仕
し
た

が
、
明
治
元
年
紳
悌
混
浴
禁
止
の
後
、
復
飾
し
て
神

職
と
な
っ
た
。
紙
附
枇
は
今
松
尾
跡
枇
と
な
っ
て
ゐ

る。
ウ
タ
ツ
ギ
オ
ン
マ
チ
卯
辰
祇
園
町
金
禅
の
萄

町
名
。
鴛
谷
の
地
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
祇
悶
粧
が
あ

る
か
ら
批
人
は
駅
間
前
と
も
呼
ん
だ
。
後
文
政
四
年

一
一
周
都
地
の
一
邸
を
町
地
に
邸
せ
し
め
た
時
、
卯
辰

村
領
紙
関
前
を
卯
辰
紙
倒
町
と
い
ふ
こ
と
に
し
た
。

今
は
箆
町
に
属
す
る
。

ウ
タ
ツ
キ
マ
チ
卯
辰
木
町
金
持
の
萄
町
名
。

昔
は
こ
L
に
樹
木
の
問
屋
等
の
居
住
す
る
腕
で
あ
っ

た
。
四
筋
あ
る
か
ら
四
丁
町
と
も
四
丁
木
町
と
も
い

う
た
。
今
は
木
町
何
番
丁
と
講
す
る
。

ウ
タ
ツ
シ
ユ
ウ
卯
辰
集
二
加
。
金
禅
の
俳
人

北
技
編
。
元
様
四
年
卯
周
京
井
筒
屋
庄
兵
衛
・
金
・
樽

一
一
一
ケ
屋
五
郎
兵
衛
の
雨
板
。
鶴
来
の
楚
常
が
集
め
て

置
い
た
の
を
、
そ
の
夜
後
北
技
が
増
補
し
た
も
の
で

あ
る
。
上
容
は
蕉
門
諸
家
の
護
句
、
下
容
は
北
技
・

曾
良
・
芭
蕉
の
三
吟
歌
仙
以
下
抽
出
句
ー
を
就
せ
る
。
巻

尾
に
元
除
四
年
卯
用
日
加
胤
間
際
人
北
技
と
記
し
、
句

空
の
序
を
附
し
で
あ
っ
て
、
二
人
の
共
著
と
見
る
べ

き
も
の
で
あ
る
。
外
題
は
句
空
の
草
庵
が
卯
医
山
に

在
っ
た
に
図
る
。

ウ
タ
ツ
ジ
ン
ジ
ヤ
卯
辰
締
結
金
調
停
卯
辰
山
の

中
も
と
潟
二
時
と
い
っ
た
mm
に
鎮
座
し
た
。
鹿
臨
三

年
前
回
麗
事
が
卯
辰
山
開
拓
の
際
、
四
局
山
上
の
土

.‘
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七
二

海
御
殿
銀
守
の
天
満
宮
を
震
し
紳
幸
あ
旬
。
翌
年
卯
一
橋
し
、
貨
は
利
家
の
嬢
を
紀
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
明

辰
紳
祉
と
稽
し
た
。
後
明
治
四
十
年
盛
岡
紳
枇
を
こ
一
治
六
年
之
を
西
町
金
谷
御
殿
の
地
に
移
L
、
祉
観
を

こ
に
合
併
し
、
祉
践
を
盛
岡
締
祉
と
し
た
。
一
尾
山
神
散
と
改
め
た
。
卯
辰
八
幡
の
省
批
地
は
宇
多

ウ
タ
ツ
シ
ン
メ
イ
シ
ヤ
卯
辰
紳
明
批

J
イ
グ
一
須
紳
祉
の
併
合
す
る
腕
と
な
旬
、
次
い
で
そ
の
位
置

ミ
ノ
ジ

y
ジ

ヤ

泉

野

跡

世

。

一

に

位

殿

を

諮

築

L
た。

ウ
タ
ツ
ス
ガ
ハ
ラ
ジ
ン
ジ
ヤ
卯
辰
曹
原
紳
枇
一
ウ
タ
ツ
フ
タ
ロ
マ
チ
卯
辰
袋
町
金
棒
の
麓
町

も
と
金
揮
卯
辰
茶
屋
町
の
鎮
守
で
、
愛
宕
三
番
丁
に
一
名
。
元
旅
九
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
、
如
梨
寺

在
る
。
務
中
一
十
二
世
前
回
mH鹿
の
時
即
ち
文
政
三
年
一
一
川
の
次
に
卯
反
袋
町
を
載
せ
て
あ
る
。
こ
の
町
名
は

三
周
初
め
て
公
然
遊
廓
の
開
業
を
許
さ
れ
た
か
ら
、
一
後
ま
で
も
あ
っ
た
と
見
え
て
、
亭
和
三
年
の
金
調
停
町

関
係
者
は
一
祉
を
建
立
し
て
務
侯
を
記
h
、
天
満
宮
一
名
附
に
も
、
木
綿
町
の
下
に
卯
辰
麓
町
・
元
如
来
寺

と
穣
L
、
且
其
の
時
の
凶
老
・
奉
行
に
し
て
茶
屋
町
一
町
の
こ
町
名
が
見
え
る
。

創
立
に
関
係
φ
者
を
も
柑
殿
の
静
態
と
し
て
肥
っ
た
一
ウ
タ
ツ
マ
チ
卯
辰
町
金
禅
浅
野
川
大
橋
の
爪

に
起
る
。
笛
祉
の
祭
神
は
今
は
菅
原
大
柿
・
酒
荷
大
一
か
ら
北
少
静
の
聞
を
も
と
卯
反
町
と
呼
び
、
そ
れ
か

耐

と

す

る

。

、

.

一

ら

諜

下

町

に

縫

い

た

o
古
へ
卯
辰
村
の
地
内
に
圏
L

ウ
タ
ツ
ダ
イ
卯
辰
盛
金
樽
卯
鹿
山
の
麓
な
る
一
て
ゐ
た
協
で
あ
ら
う
。
後
こ
の
町
告
を
厳
し
、
凡
べ

愛
宕
町
議
か
ら
油
木
山
の
遜
に
か
け
て
、
惣
名
を
卯
一
て
森
下
町
に
回
せ

L
め
た
。

辰
盛
と
呼
ん
だ
。
こ
の
地
は
も
と
河
北
郡
卯
辰
村
の
一
ウ
タ
ツ
ヤ
マ
卯
辰
山
卯
辰
山
は
古
名
宇
多
須

腕
島
で
あ
っ
た
の
で
、
今
も
卯
辰
某
町
と
い
ふ
町
名
一
山
の
講
で
あ
る
。
一
に
臥
間
山
と
も
い
ふ
が
、
そ
れ

が

多

〈

残

っ

て

ゐ

る

。

一

を

上

杉

謙

信

が

命

名

L
た
と
い
ふ
こ
と
に
就
い
て

ウ
タ
ツ
テ
ラ
マ
チ
卯
辰
寺
町
金
禅
卯
辰
混
附
一
は
、
確
貨
な
穏
織
が
な
い
。
元
隊
・
事
保
の
比
で
は
茶

涯
は
も
と
凡
ぺ
て
卯
辰
寺
町
と
呼
ん
だ
が
、
後
そ
の
一
間
山
の
名
が
専
ら
用
ひ
ら
れ
、
元
旅
十
二
年
十
こ

う
ち
に
種
々
の
町
名
を
生
じ
、
寺
町
の
名
は
絶
え
た
。
一
周
廿
三
日
申
刻
に
崩
蟻
L
て
一
一
一
十
一
人
を
魅
死
せ
し

ウ
タ
ツ
ノ
ジ
イ
ン
卯
辰
の
寺
院
前
田
利
常
の
一
め
、
浅
野
川
の
流
を
怨
い
だ
時
に
も
、
茶
円
山
崩
れ

時
、
金
揮
の
城
下
に
散
在
L
て
居
た
寺
院
を
、
陣
川
一
と
い
は
れ
て
鹿
た
o
後
悦
は
専
ら
向
ヒ
山
と
の
み
い

ロ
は
泉
野
、
浅
野
川
口
は
卯
辰
山
の
麓
に
移
さ
れ
た
一
ひ
、
そ
れ
に
接
続
し
て
糊
脅
山
・
愛
宕
山
・
限
利
支
天

と
い
ひ
、
今
も
卯
辰
遜
に
は
寺
院
が
甚
だ
多
い
o
三
一
山
・
春
日
山
等
の
小
名
を
有
す
る
。
磁
路
三
年
別
問

蜜
記
・
菅
家
見
悶
集
等
皆
こ
の
こ
と
を
元
利
二
年
に
一
腹
壊
は
山
上
開
拓
の
土
工
を
起
L
、
一
時
繁
撃
の
峨

係

け

て

ゐ

る

。

一

と

な

っ

た

が

撤

年

に

L
て
裂
徹
し
.
後
明
治
十
三
年

ウ
タ
ツ
ハ
チ
マ
ン
グ
ウ
卯
辰
八
幡
宮
金
海
八
一
そ
の
中
入
高
七
百
徐
坪
を
市
街
地
に
編
入
L
、
四
十

幡
町
も
と
の
宇
多
須
跡
祉
の
南
隣
に
在
っ
た
。
初
め
-
=
=
年
改
修
を
加
へ
て
市
有
公
闘
と
し
た
。

前
回
利
長
は
越
中
射
水
郡
守
山
烏
帽
子
障
に
銀
座
L
一
ウ
タ
ツ
ヤ
マ
カ
イ
タ
タ
卯
辰
山
開
拓
鹿
邸
三

た
八
幡
祉
と
、
岡
部
阿
尾
の
構
築
紳
明
富
を
崇
敬
し
一
年
前
田
鹿
寧
は
、
調
相
伴
諭
吉
が
著
L
た
西
祥
事
情
を


